
令和６年度 学校評価 

１ 令和５年度評価を踏まえ、令和６年度に改善を図った点 

○ 駐車場案内掲示等の再整備（看板の増設等）を行い、防犯・安全面向上も含めた対策を実施

しました。 

○ 制服選択について個に応じた柔軟を担保、冬期の防寒時のベスト着用方法等を再考し柔軟性

を向上させました。 

○ ICT ツール活用や情報伝達に係る方針を整備し、行事予定等の周知や情報活用の能力育成を

実施しました。 

○ 校内授業研究、DX 推進事業を活用し授業改善の推進を図りました。 

○ 学校発騒音等の対策強化を行いました。 

（周辺住宅へのポスティングの徹底、事前連絡や事後連絡の強化を実施） 

 

２ 令和６年度評価からの学校課題 

① 生徒評価に対し、関係者評価や保護者評価での回答について、乖離がある項目があり、学校

活動の周知方法等が課題である。 

② 商業高校として、魅力があり特色のある学校づくりや教育課程研究、教育実践の一層の充実

を継続して欲しいとの助言あり。 

 

３ 令和７年度にむけて 

（１）情報発信の強化 

広報渉外部の強化、スクリレの活用、ＤＸ推進を踏まえた情報発信体制の強化 

（２）特色ある学校づくり 

【ＷＢ日課の年間実施】 

 ・基礎基本の時間や朝ＳＨＲを廃止。 

・自学の姿勢育成や情報活用能力育成への転換という視点からＷＢ日課を令和 

７年度は年間を通して実施する。 

・検定取得や商業人育成にむけたカリキュラムの研究 

（カリキュラムポリシーの見直し、検定取得目標等の設定） 
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学校評価　保護者評価
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学校評価　職員
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学校評価　関係者評価
　　　　　　　　　　　（学校評議員・ＰＴＡ役員等）
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